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資料１  平成２４年度 ふるさと創生基金事業提案書（１） 
 

事  業  名 やまこし検定 

実 施 主 体 山古志地域ふるさと創生基金事業実行委員会 

事 業 の 概 要 

【目的】 

 山古志地域の自然、歴史、習俗、史跡、牛の角突きや錦鯉の固有産

業等、地域の資源や魅力について、住民から再発見してもらう。 

また、地域外の方から山古志について楽しく知ってもらうことで、

ファンやリピーターを増やし、地域活性化につなげる。 

【内容】 

(1) やまこしふるさとガイドの修正・増刷 

 ・ 22 年度事業で作製、発行したガイドブック「やまこしふるさと

ガイド」の修正・増刷を行う。部数：500 部程度。 

 ・ 増刷したガイドブックは、やまこし検定の申込者に渡す。 

また、県内の公立図書館に配布し、県内在住者が誰でも閲覧で

きるようにする。その他、希望者に渡す。 

(2) やまこし検定の実施（一般、山古志小中学生） 

 ・ ガイドブックと 23 年度事業で作製した散策マップを中心に、山

古志に関する問題を出題。 

・ 規定点数以上の得点者に合格認定証を発行し、合格記念品を進

呈。得点上位者には特産品等の賞品を進呈。 

・ 支所だより、市政だより、山古志ホームページ、チラシ、報道

機関等を通じ、地域内外から参加を募る。 

・ 一般の参加定員：70 名程度。 

・ 山古志小中学生：学校の協力を得て、全校児童・生徒を対象に

行う。 

事 業 の 効 果 

・ 住民が地域の資源や魅力を再発見、再認識できる。 

・ 住民が地域に関する知識を身につけ、地域外の方に伝えられるよ

うになる。山古志のＰＲ力が強化される。 

・ 地域外の方からも検定を受けてもらうことで、山古志の魅力を知

ってもらえ、ファンやリピーターが増える。 

また、魅力を知った方が、自分の友人や仲間を連れて山古志を訪

れたり、魅力が口伝えされるなど、地域情報が連鎖的に伝達され、

来訪者が増加し、地域のにぎわいの創出、経済の活性化につながる。

実施スケジュール 

平成 24 年 

 4～6 月  ガイドブックの修正・増刷 

  7 月    ガイドブックを県内図書館に配布 

8～10 月  検定の参加募集 

 11 月   検定の実施 

 11～12 月 結果通知、合格認定証、合格記念品等の送付 
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平成２４年度 ふるさと創生基金事業提案書（２） 
 

事  業  名 やまこし散策スタンプラリー 

実 施 主 体 山古志地域ふるさと創生事業実行委員会 

事 業 の 概 要 

【目的】 

 多くの来訪者から地域内を散策してもらい、山古志の魅力をＰＲす

ると共に、地域の活性化を図る。 

【内容】 

 「山古志散策マップ」（23 年度事業で作製）を活用し、スタンプラリ

ーを実施する。 

(1) スタンプ、台紙の作製 

・ 牛の角突きや錦鯉などの山古志を象徴する図柄をモチーフにし

たスタンプを作製する。 

・ 台紙は、スタンプ欄だけでなく、地域情報をＰＲする内容を盛

り込んだものを作製する。 

・ 地域内の直売所等にスタンプ、台紙、マップを設置させていた

だく。 

(2) スタンプラリーの実施 

 ・ 参加者は、直売所等、地域総合案内所（茶坊主）、支所のいずれ

かで台紙とマップを入手し、地域を巡る。直売所等を買物などで

利用し、会計の際に、直売所等の方からスタンプを押してもらう。

 ・ 地域総合案内所（茶坊主）にて、スタンプが押された台紙を確

認し、スタンプ数など規定の条件を満たす場合に、記念品を渡す。

 ・ さらに、規定の条件を満たすものについて、後日抽選を行い、

当選した方に、別途記念品を渡す。 

事 業 の 効 果 

・ 参加者は、直売所等での住民とのコミュニケーションを通じて、

マップなど既存の資料には載っていない情報を得たり、温かい人柄

にふれることができ、満足度の高い散策をすることができる。 

・ 直売所等の利用者の増加、山古志を訪れるリピート率の増加が図

られ、地域のにぎわいの創出、経済の活性化につながる。 

・ 住民は、マップを用いて案内する中で、地域の見所等を再発見す

ることができる。この結果、来訪者に、今までよりも多くの魅力を

伝えられるようになり、山古志のＰＲ力が強化される。 

・ 直売所等に携わる住民が本事業の実施に参加することで、本事業

での経験を生かし、将来的には住民自らが新たに事業を企画・実施

していく発展性が期待できる。 

実施スケジュール 

平成 24 年 

 4～6 月  スタンプ・台紙の作製、記念品の準備 

7～11 月  スタンプラリーの実施、規定により記念品を渡す 

 12 月   抽選により当選者に記念品を渡す 
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資料１ 平成２３年度 ふるさと創生基金事業：山古志散策マップ（見本） 
 

 

・地区協議会の 5地区（種苧原、虫亀、三ヶ、竹沢、東竹沢）ごとに作製。以下は竹沢地区。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


